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A.研究目的 
本研究は、女性の現役のセックスワーカーを対

象に質問紙調査を実施した。その結果を分析し、

検査行動（定期受検の有無、郵送検査の有無）や

予防行動、啓発普及の認知についてベースライン

データを得て、女性のセックスワーカーを取り巻

く環境を踏まえ、セックスワークに関するスティ

グマや HIV 感染症・性感染症に対するスティグ

マの低減を目指し、予防啓発介入の方向性を検討

し、訴求力のある啓発資材を作成することを目的

としている。 
本年度は、初年度に実施した質問紙調査結果に

ついて詳細な分析を試み、その結果に基づいて、

当事者団体である SWASH と今後の予防啓発の

方向性について意見交換を行った。 
 

研究要旨 

本年度は、女性の現役のセックスワーカーを対象に検査行動の要因を明らかにするべく、初年度に

得られた調査結果を詳細に分析した。初年度に実施した調査は、予防啓発に関わりのない A 社が保

有するアンケートモニター登録者を対象にしたもので、居住地と年齢で 2 段層化抽出を用いて、成人

女性 103,075 人を対象にスクリーニング調査と本調査を実施した。本調査は、5 年以内に相手からお

金をもらって性交渉をしたことがある 1,183 人の回答を得た。本年度はこのうち、一番最近のセック

スワークの時期が 6 ヶ月以内（26.7%）であった人を対象に、HIV 抗体検査受検経験別に分析した。 
スクリーニング調査の結果では、成人女性の 5.6%がセックワークを経験しており、本調査の対象

集団は、先行研究と比較し、働いたことがある場所の割合は変わらないが、やや若年層であった。こ

のうち HIV 感染と回答した人は 2.9%であった。検査行動は 2013 年と比べ 5.7%上昇して 42.6%で

あり、過去 1 年間の受検割合は全体で 16.7%であった。コロナ禍の影響で検査機会が減少としたと

回答した人は 22.1%、受けようと思ったが受けることができなかった人は 12.0%であった。 
過去 6 ヶ月以内のセックスワーク経験者に焦点をあて、受検経験別に分析したところ、性風俗の仕

事を始めてからの期間が長い、過去 6 ヶ月間の相手の人数が多い、過去 6 ヶ月間の仕事での、複数

人との性交経験や薬物併用経験を有するなど比較的、感染リスクの高い行動をとっている人におい

て受検割合が高いことが示唆された。また、HIV 抗体検査受検経験がある人では、コンドーム所持

割合や購入経験が高いこと、PrEP の認知、U=U の認知、HIV や検査関連の知識の正答数について

も高い割合であったこと、過去 6 ヶ月間の対話経験があることなど、知識や周囲の規範が検査行動に

影響する可能性があることも示唆された。これらは他の個別施策層でも示された知見と一致してお

り、今後の予防啓発の取り組みに対して示唆的であると考えられる。 
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B.研究方法 
質問紙調査の概要は初年度の報告書と同様で

あるが、以下に再掲する。日本のインターネット

サイトを運営する A 社が保有するアンケートモ

ニター登録者を対象にスクリーニングする調査

を行い、次いで性行動や検査行動などに関して 2
次調査（以下、本調査）を 2020 年 12 月～2021
年 1 月に実施した。 

平成 27 年度国勢調査を基に、47 都道府県と

年齢階級によって層化し 20 歳から 59 歳の女性

を比例配分し、その割合に基づき A 社保有のニ

ター登録者のうち成人女性を対象にしてスクリ

ーニング調査を実施する。スクリーニング調査で

は性別、年齢、居住地、居住期間、居住形態、最

終学歴、職業、婚姻状況と性的魅力を感じたこと

のある相手、および性交経験、｢これまでに相手

にお金を払って性交渉（セックス）をした経験｣

｢相手からお金をもらって性交渉（セックス）を

した経験｣、お金をもらった経験については、そ

の時期の 13 問を尋ね、性交相手が異性のみで過

去 5 年間にお金をもらった性交経験がある女性

を対象に本調査を実施した。 
本調査の質問項目は HIV や性感染症に関する

知識や意識、過去 6 ヶ月間の HIV やエイズに関

する対話経験、検査行動、性感染症既往歴、性行

動、セックスワークに関する意識などを尋ねた。 
統計的有意差はカイ 2 乗検定を用いて検討し

た。有意水準を 5％未満とした。データの集計お

よび統計処理には IBM SPSS Statistics 23
（Windows）を用いた。 

 
 （倫理面への配慮） 

本研究実施については大阪青山大学研究倫理

審査委員会より実施の承認を得た。 
 

C.研究結果 
1.調査の概要 
 調査は 2020 年 12 月～2021 年 1 月に実施し

た。まず 2 段層化抽出法により A 社保有のニタ

ー登録者のうち成人女性 125,442 人を対象に依

頼をかけ、同意の得られた 103,075 人にスクリ

ーニング調査を実施した。 
このうち、これまでに性行為をした相手で同性

のみと回答した人は 6.2%、同性と異性の両方と

回答した人は 1.8%であった。また、これまでに

相手にお金を払って性交渉をしたことがある人

は 0.9%、これまでに相手からお金をもらって性

交渉をしたことがある人は 5.6%であった。さら

に、これまでに相手からお金をもらって性交渉を

したことがあると回答した人のうち、その時期に

ついて 6 ヶ月以内が 9.3%、6 ヶ月-1 年の間が

3.5%、1 年-3 年の間が 9.5%、3 年-5 年の間が

9.1%、5 年以上前が 68.6%であった。 
本報告では 6 ヶ月以内に相手からお金をもら

って性交渉をしたことがあると回答した人 316
人を分析対象とし、これまでの HIV 抗体検査受

検経験別に分析を行った。 
 
2.分析結果 
1)基本属性 
 基本属性については表 1 に示した。年齢層は

29 歳以下が最も多く 45.6%（図 1）、居住形態に

ついて独居であると回答した人は全体で 38.0%、

既婚割合は 36.1%であった。 

 
これまで経験したセックスワークの場所や方

法は、ちょんの間（旧遊郭）6.6%、ソープランド

25.0%、デリバリー（派遣型）ヘルス 56.6%、店

舗型ヘルス 31.3%、ピンクサロン 17.7%、路上等

で出会って個人的が 11.1%、インターネットを活

用して個人的が 43.0%であった。（図 2） 
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これまでの性感染症既往割合は 69.0%であ

り、HIV 感染症 3.8%であった。 
 
2)HIV 検査行動に関連する要因 
 これまでの HIV 抗体検査受検行動別に分析し

た結果を表 1~表 5 に示した。有意差がみられた

のは、性風俗のお仕事を始めてからの期間、過去

6 ヶ月間の相手の人数、過去 6 ヶ月間のお仕事で

の、複数人との性交経験や薬物併用経験、コンド

ーム使用に関する行動（常用割合、所持割合、購

入経験）、PrEP の認知、U=U の認知、HIV や検

査関連の知識、SWASH の活動認知、対話経験で

あった。 
 受検経験がある人では、性風俗のお仕事を始め

てからの期間が 10 年以上である割合が高く

49.5%（ない人で 25.0%、p<0.01）、過去 6 ヶ月

間のお仕事での相手人数が 6 人以上である割合

も 56.8%（ない人で 39.5%、p<0.01）と高かっ

た。（図 3,4） 

 
  

また過去 6 ヶ月間の性行動に関して、受検経

験がある人では、複数人との性交経験がある割合

が高く 49.0%（ない人で 28.2%、p<0.01）、薬物

併用経験がある割合も 18.8%（ない人で 1.6%、

p<0.01）と高かった。（図 5,6） 

 
 一方でコンドーム常用率は受検経験がある人

で 34.4%、ない人で 46.0%であり、逆に非常用率

にすると 65.6%（ない人で 34.4%、p=0.04）と受

検経験がある人の方が高かった。（図 7） 
 その他予防行動に関して、受検経験がある人で

は、過去 6 ヶ月間のコンドーム購入経験が 55.7%
（ない人で 24.2%、p<0.01）、身近に持っていた

のも 55.7%（ない人で 24.2%、p<0.01）であっ

た。（図 8，9） 

 
また受検経験がある人では、PrEP の認知が

17.7%（ない人で 2.4%、p<0.01）と高く、U=U
の認知も「よく知っている」「少し知っている」

とあわせて 32.8%（ない人で 6.4%、p<0.01）と

高かった。HIV や検査関連の知識について先行

研究をもとに 12 問を抽出し伺ったところ、受検
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経験がある人で正答数が 6 問以上であった人は

52.6%（ない人で 33.9%、p<0.01）と高かった。

（図 10，11，12） 

 
さらに受検経験がある人では、SWASH の活動

認知について「よく知っている」「少し知ってい

る」人は 37.0%（ない人で 5.6%、p<0.01）であ

り、作成が進んでいる「赤い傘」のホームページ

を見たことがあると回答した人は 20.8%（ない人

で 0.8%、p<0.01）と高かった。 
対話経験について、受検経験がある人では、過

去 6 ヶ月間に両親や兄弟姉妹、恋人や大切な人、

友達や知り合い、セックスした相手、医療関係者

と HIV やエイズについて話したことがある人の

割合はいずれも高く、両親や兄弟姉妹、恋人や大

切な人とは 18.2%（ない人で 2.4%、p<0.01）、友

達や知り合いとは 34.4%（ない人で 13.7%、

p<0.01）、セックスした相手とは 33.3%（ない人

で 5.6%、p<0.01）、医療関係者とは 30.2%（ない

人で 2.4%、p<0.01）であった。（図 13） 

 
4)セックスワークや HIV/性感染症に関する意識 
 セックスワークに関する意識について、本項目

は当事者と検討した内容で先行研究を参照した

項目であり、因子分析を行い、4 つのカテゴリー

に分類することを試みた。受験経験別に有意差が

みられたのは、「相手が怒っていたり、不機嫌で

あれば、性風俗系のお仕事をしている間は、相手

の望み通りにする方がよい」「HIV に感染してい

るかどうかは、ぎりぎりまであいまいなままにし

ておきたい」といったセックスワークにおける相

手側の状況を積極的に考慮した対応と、「コンド

ームを使わない方が、相手から喜ばれると思う」

「コンドームを使わない方が、次も来てくれると

思う」といったセックスワークにおけるメリット

を意識した対応であった。 
 
3.啓発資材の作成 

これまでの調査結果と新型コロナウイルス感

染症の動向、女性のセックスワーカーを取り巻く

環境を踏まえ、WEB 上での啓発活動に加えて、

アウトリーチ体制の構築が必要であると考えた。

セックスワークに関するスティグマや HIV 感染

症・性感染症に対するスティグマの他、HIV 関

連の知識や HIV 抗体検査に関する知識の普及も

必要であると当事者間で意見交換し、予防啓発介

入の方向性を検討し、手渡しできる啓発資材を作

成することになった。 
またその際に質問紙調査への誘導を行い、活動

の効果評価に加え、本調査の限界を補完でき資料

を収集が可能な仕組みを構築した。 
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D.考察 
 本研究は 2 段層化抽出により成人女性を対象

にスクリーニング調査を実施し、本調査を実施し

たものである。本研究のスクリーニング調査結果

では成人女性のこれまでに相手からお金をもら

って性交渉をしたことがある人は 5.6%であった。

このうち、31.4%が 5 年以内にセックスワークを

経験していた。 
全体の平均年齢は 32.6±9.1 歳で、セックスワ

ークを始めた年齢では本調査集団は 23.0±6.3 歳

であり、先行研究と比較してやや若い集団であっ

た。一方で、これまでに働いたことのある仕事の

種類では、デリバリーヘルスやインターネットを

活用して個人的が多く、次いで店舗型ヘルスであ

り、先行研究と同様の傾向であった。  
本調査集団のこれまでの HIV 検査割合は

42.6%であり、先行研究と比べやや上昇していた。

また過去 1 年間の受検割合は全体で 16.7%であ

った。MSM 集団の検査受検割合は７割、過去１

年間が 3 割であるため、この数年で全体の検査

行動は上昇しているが、他集団と比較してやや低

い割合に留まっていると考えられる。 
本調査の分析では、過去 6 ヶ月間以内のセッ

クスワーク経験者を対象に、HIV 抗体検査受検

経験別に分析を進め、予防啓発活動に還元するた

め HIV 抗体検査受検行動の背景を探索した。 
受検行動別に分析した結果、有意差がみられた

のは、性風俗のお仕事を始めてからの期間、過去

6 ヶ月間の相手の人数、過去 6 ヶ月間のお仕事で

の、複数人との性交経験や薬物併用経験であり、

比較的感染リスクの高い行動をとっている人に

おいて受験割合が高いことが示唆された。これは

MSM 集団でも同様の傾向であり、調査時点で自

発的な受験経験を持っている人は、性感染症や

HIV 感染症についてある程度の知識や意識を有

していることが考えられる。 
同様に HIV 抗体検査受検経験がある人では、

コンドーム所持割合や購入経験が高いこと、

PrEP の認知、U=U の認知、HIV や検査関連の

知識の正答数についても高い割合であったこと
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過去 6 ヶ月間の対話経験があることでは、知識

や意識が受検行動に結びつくのみならず、周囲の

規範が検査行動に影響する可能性があり、セック

スワークにおいても先行研究と類似している状

況を有することが考えられた。そのため SWASH
の活動認知でも有意差はみられたと考えられ、今

後さらに訴求可能な対象を広げていくことが必

要である。 
本研究の限界としては、以下 4 点ある。➀調査

時期がコロナ禍と重なっており、セックスワーク

は、その影響を受けている点に留意して解釈する

必要がある。➁自記式の回答であるため回答の信

頼性には限界がある。➂母集団は一般成人女性で

あり 2 段層化抽出法を用いているため、概ね代

表性が担保されているが、過去 6 ヶ月の経験に

限定すると分析対象者数が少なく、代表性には限

界がある。➃WEB 上でのモニター参加者を対象

とした調査結果であるため、実際に予防啓発に繋

がりにくく、モニターに登録していないセックス

ワークの現状にはあてはめられない。 
 
E.結論 
本研究では集団の偏りや、自記式回答であるこ

となど限界はあるものの、以下のことが明らかと

なった。成人女性の 5.6%がセックワークを経験

している可能性があり、MSM 集団とほぼ同程度

の規模である。また本調査では、先行研究と比較

して、働いたことがある場所の割合は変わらない

が、やや若年層を対象とした集団であった。この

うち HIV 感染と回答した人は 2.9%であった。 
全体では HIV 抗体検査受検行動は 2013 年か

ら比べ、5.7%上昇して 42.6%であり、過去 1 年

間の受検割合は全体で 16.7%、コロナ禍の影響で

検査機会が減少としたと回答した人は 22.1%、受

けようと思ったが受けることができなかった人

は 12.0%であった。 
過去 6 ヶ月以内のセックスワーク経験者に焦

点をあて、受検経験別に分析したところ、性風俗

のお仕事を始めてからの期間が長い、過去 6 ヶ

月間の相手の人数が多い、過去 6 ヶ月間のお仕

事での、複数人との性交経験や薬物併用経験を有

するなど比較的、感染リスクの高い行動をとって

いる人において受験割合が高いことが示唆され

た。また、HIV 抗体検査受検経験がある人では、

コンドーム所持割合や購入経験が高いこと、

PrEP の認知、U=U の認知、HIV や検査関連の

知識の正答数についても高い割合であったこと、

過去 6 ヶ月間の対話経験があることなど、知識

や周囲の規範が検査行動に影響する可能性があ

ることも示唆された。これらは他の個別施策層で

も示された知見と一致しており、今後の予防啓発

の取り組みに対して示唆的であると考えられる。 
今後は研究の限界で示したようにモニターに

登録していない対象者に焦点をあて、実際に持続

的な予防啓発につながることをふまえ、アウトリ

ーチ活動を展開できる基盤整備が必要である。 
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 なし 
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表 1 HIV抗体検査受検経験別 基本属性 

   

年齢層
29歳以下 72 37.5% 72 58.1% 144 45.6% <0.01
30-39歳 64 33.3% 29 23.4% 93 29.4%
40-49歳 42 21.9% 14 11.3% 56 17.7%
50歳以上 14 7.3% 9 7.3% 23 7.3%

地域ブロック
北海道・東北 10 5.2% 14 11.3% 24 7.6% 0.17

関東 84 43.8% 56 45.2% 140 44.3%
北陸・甲信越 8 4.2% 9 7.3% 17 5.4%

東海 20 10.4% 14 11.3% 34 10.8%
近畿 34 17.7% 16 12.9% 50 15.8%

中国・四国 14 7.3% 8 6.5% 22 7.0%
九州 22 11.5% 7 5.6% 29 9.2%

あなたは、現在お住まいの地域にどのくらいの期間住んでいますか。
1年未満 16 8.3% 16 12.9% 32 10.1% 0.21

1-5年未満 50 26.0% 31 25.0% 81 25.6%
5-10年未満 26 13.5% 16 12.9% 42 13.3%
10-20年未満 27 14.1% 26 21.0% 53 16.8%

20年以上 73 38.0% 35 28.2% 108 34.2%
あなたは、現在、一人暮らしですか。

はい(1人暮らし) 83 43.2% 37 29.8% 120 38.0% 0.06
いいえ 108 56.3% 86 69.4% 194 61.4%

定住している家はない 1 0.5% 1 0.8% 2 0.6%
あなたの最終学歴をお答えください。

中学校 15 7.8% 6 4.8% 21 6.6% 0.57
高等学校 61 31.8% 44 35.5% 105 33.2%

専門学校/短大/高専 40 20.8% 30 24.2% 70 22.2%
大学/大学院 76 39.6% 44 35.5% 120 38.0%

あなたの現在の職業として、最も近いのは次のどれですか。
常勤（正規雇用) 79 41.1% 44 35.5% 123 38.9% 0.29

常勤（非正規雇用） 13 6.8% 7 5.6% 20 6.3%
パート/アルバイト/フリーランス 71 37.0% 58 46.8% 129 40.8%

経営者/個人事業主 7 3.6% 1 0.8% 8 2.5%
働いていない 22 11.5% 14 11.3% 36 11.4%

あなたは、現在結婚していますか。
結婚している 74 38.5% 40 32.3% 114 36.1% 0.22
離別・死別 35 18.2% 18 14.5% 53 16.8%

未婚 83 43.2% 66 53.2% 149 47.2%
これまでにどの場所・方法で、性風俗のお仕事をしましたか。(複数回答)

ちょんの間（旧遊郭） 20 10.4% 1 0.8% 21 6.6% <0.01
ソープランド 69 35.9% 10 8.1% 79 25.0% <0.01

デリバリー（派遣型）ヘルス 121 63.0% 58 46.8% 179 56.6% <0.01
店舗型ヘルス 76 39.6% 23 18.5% 99 31.3% <0.01
ピンクサロン 47 24.5% 9 7.3% 56 17.7% <0.01

路上等で出会って個人的に 25 13.0% 10 8.1% 35 11.1% 0.17
インターネットを活用して個人的に 74 38.5% 62 50.0% 136 43.0% 0.04

その他 4 2.1% 5 4.0% 9 2.8% 0.31

HIV抗体検査経験
合計

Pearson
カイ2乗

あり なし
n=192 n=124 n=316
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表 2 HIV抗体検査受検経験別 従事期間、過去 6ヶ月間の性風俗のお仕事、PrEP認知、性感染症既往 

 

性風俗のお仕事をはじめてからの期間
1年以内 14 7.3% 24 19.4% 38 12.0% <0.01

2年 8 4.2% 13 10.5% 21 6.6%
3年 14 7.3% 12 9.7% 26 8.2%
4年 11 5.7% 6 4.8% 17 5.4%
5年 11 5.7% 8 6.5% 19 6.0%
6年 13 6.8% 10 8.1% 23 7.3%
7年 8 4.2% 8 6.5% 16 5.1%
8年 8 4.2% 5 4.0% 13 4.1%
9年 10 5.2% 7 5.6% 17 5.4%

10年以上 95 49.5% 31 25.0% 126 39.9%
過去6ヶ月間に性風俗のお仕事で、全部で何人の相手とセックスをしましたか。

0 15 7.8% 8 6.5% 23 7.3% <0.01
1人 12 6.3% 25 20.2% 37 11.7%
2人 21 10.9% 11 8.9% 32 10.1%
3人 16 8.3% 14 11.3% 30 9.5%
4人 4 2.1% 3 2.4% 7 2.2%
5人 15 7.8% 14 11.3% 29 9.2%

6人以上 109 56.8% 49 39.5% 158 50.0%
過去6ヵ月間に、性風俗のお仕事で、複数人（2人以上）でセックスをしたことがありますか。

ある 94 49.0% 35 28.2% 129 40.8% <0.01
ない 98 51.0% 89 71.8% 187 59.2%

過去6ケ月間の性風俗のお仕事時の薬物併用経験
いずれもなし 133 69.3% 119 96.0% 252 79.7% <0.01

バイアグラのみ 23 12.0% 3 2.4% 26 8.2%
薬物併用 36 18.8% 2 1.6% 38 12.0%

過去6ケ月間に、あなたは性風俗のお仕事で「ホンバン」をしましたか。
ある 143 74.5% 79 63.7% 222 70.3% 0.04
ない 49 25.5% 45 36.3% 94 29.7%

過去6ケ月間の性風俗のお仕事でのコンドーム常用割合
非常用 126 65.6% 67 54.0% 193 61.1% 0.04
常用 66 34.4% 57 46.0% 123 38.9%

あなたは過去6ケ月間に、コンドームを購入したことがありますか。
ある 107 55.7% 30 24.2% 137 43.4% <0.01
ない 85 44.3% 94 75.8% 179 56.6%

あなたは過去6ケ月間に、コンドームをすぐに使えるようにいつも身近に持っていましたか。
いつも身近に持っていた／すぐ使える場所に置いていた 107 55.7% 30 24.2% 137 43.4% <0.01

時々は身近に持っていた 40 20.8% 32 25.8% 72 22.8%
まったく身近にはなかった 45 23.4% 62 50.0% 107 33.9%

PrEPやPEPに関する上記のような情報について、知っていましたか。
とてもよく知っている 34 17.7% 3 2.4% 37 11.7% <0.01

具体的には知らないが、聞いたことはある 53 27.6% 18 14.5% 71 22.5%
まったく知らなかった 105 54.7% 103 83.1% 208 65.8%

あなたは「HIV感染予防のためのセックス前の服薬（PrEP）」をしたことがありますか。
過去に飲んだことがある 42 21.9% 1 0.8% 43 13.6% <0.01

現在飲んでいる 13 6.8% 1 0.8% 14 4.4%
一度も飲んだことがない 137 71.4% 122 98.4% 259 82.0%

これまでに性感染症にかかったことがありますか。
ある 161 83.9% 57 46.0% 218 69.0% <0.01
ない 31 16.1% 67 54.0% 98 31.0%

HIV抗体検査経験
合計

Pearson
カイ2乗

あり なし
n=192 n=124 n=316
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表 3 HIV抗体検査受検経験別 HIVやエイズに 

ついての過去 6ヶ月間の対話経験、意識、知識、予防啓発認知 

 

過去6ヶ月間の行動を振り返って、あなたは自分自身がHIVに感染している可能性があると思いますか。
全く可能性はなかった 37 19.3% 30 24.2% 67 21.2% 0.15

あまり可能性はなかった 50 26.0% 34 27.4% 84 26.6%
どちらとも言えない 60 31.3% 42 33.9% 102 32.3%
少し可能性があった 29 15.1% 12 9.7% 41 13.0%

かなり可能性があった 5 2.6% 5 4.0% 10 3.2%
すでにHIVに感染している 11 5.7% 1 0.8% 12 3.8%

あなたは、友達や知り合いにHIVに感染している人はいると思いますか。
いる 20 10.4% 1 0.8% 21 6.6% <0.01

いると思う 63 32.8% 10 8.1% 73 23.1%
いないと思う 62 32.3% 62 50.0% 124 39.2%

いない 16 8.3% 19 15.3% 35 11.1%
わからない 31 16.1% 32 25.8% 63 19.9%

過去6ヶ月間に、両親や兄弟姉妹とHIVやエイズについて話したことがありますか。
ある 35 18.2% 3 2.4% 38 12.0% <0.01
ない 100 52.1% 67 54.0% 167 52.8%

該当する人はいない 57 29.7% 54 43.5% 111 35.1%
過去6ヶ月間に、恋人や大切な人とHIVやエイズについて話したことがありますか。

ある 64 33.3% 10 8.1% 74 23.4% <0.01
ない 74 38.5% 58 46.8% 132 41.8%

該当する人はいない 54 28.1% 56 45.2% 110 34.8%
過去6ヶ月間に、友達や知り合いとHIVやエイズについて話したことがありますか。

ある 66 34.4% 17 13.7% 83 26.3% <0.01
ない 77 40.1% 56 45.2% 133 42.1%

該当する人はいない 49 25.5% 51 41.1% 100 31.6%
過去6ヶ月間に、セックスした相手とHIVやエイズについて話したことがありますか。

ある 64 33.3% 7 5.6% 71 22.5% <0.01
ない 79 41.1% 66 53.2% 145 45.9%

該当する人はいない 49 25.5% 51 41.1% 100 31.6%
過去6ヶ月間に、医療関係者とHIVやエイズについて話したことがありますか。

ある 58 30.2% 3 2.4% 61 19.3% <0.01
ない 81 42.2% 66 53.2% 147 46.5%

該当する人はいない 53 27.6% 55 44.4% 108 34.2%
あなたはセックスワーカー、性風俗で働く人を対象に予防啓発の取り組みを行っている「SWASH」を知っていますか。

よく知っている 32 16.7% 1 0.8% 33 10.4% <0.01
少し知っている 39 20.3% 6 4.8% 45 14.2%
あまり知らない 22 11.5% 20 16.1% 42 13.3%
全く知らない 99 51.6% 97 78.2% 196 62.0%

あなたはSWASHが中心になって運営している「赤い傘」というホームページを知っていますか。また見たことはありますか。
見たことがある 40 20.8% 1 0.8% 41 13.0% <0.01

知っているが、見たことはない 39 20.3% 12 9.7% 51 16.1%
全く知らない 113 58.9% 111 89.5% 224 70.9%

HIVおよび検査に関する知識正答数
6問以上 101 52.6% 42 33.9% 143 45.3% <0.01
5問以下 91 47.4% 82 66.1% 173 54.7%

「検出限界以下が6ヶ月間継続していれば、セックスで相手に感染させるリスクは事実上ない（U=U）」を知っていましたか。
よく知っている 26 13.5% 4 3.2% 30 9.5% <0.01
少し知っている 37 19.3% 4 3.2% 41 13.0%
あまり知らない 41 21.4% 21 16.9% 62 19.6%
全く知らない 88 45.8% 95 76.6% 183 57.9%

HIV抗体検査経験
合計

Pearson
カイ2乗

あり なし
n=192 n=124 n=316
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表 4 HIV抗体検査受検経験別 セックスワークや HIV/性感染症に関する意識➀ 

 

  

HIV感染症は、死に至る病であると感じる
とてもそう思う 71 37.0% 39 31.5% 110 34.8% 0.57
ややそう思う 67 34.9% 51 41.1% 118 37.3%

あまりそう思わない 39 20.3% 22 17.7% 61 19.3%
全くそう思わない 15 7.8% 12 9.7% 27 8.5%

HIVに感染したら、恋愛や結婚はあきらめなければならないと思う
とてもそう思う 60 31.3% 26 21.0% 86 27.2% 0.07
ややそう思う 68 35.4% 42 33.9% 110 34.8%

あまりそう思わない 48 25.0% 37 29.8% 85 26.9%
全くそう思わない 16 8.3% 19 15.3% 35 11.1%

性感染症に感染すれば、セックスをする相手は見つけにくくなると思う
とてもそう思う 124 64.6% 68 54.8% 192 60.8% 0.13
ややそう思う 45 23.4% 43 34.7% 88 27.8%

あまりそう思わない 19 9.9% 9 7.3% 28 8.9%
全くそう思わない 4 2.1% 4 3.2% 8 2.5%

性感染症に感染すれば、友達と今までのようにはつきあえなくなると思う
とてもそう思う 52 27.1% 26 21.0% 78 24.7% 0.39
ややそう思う 62 32.3% 36 29.0% 98 31.0%

あまりそう思わない 48 25.0% 40 32.3% 88 27.8%
全くそう思わない 30 15.6% 22 17.7% 52 16.5%

性感染症に感染したことが周りの友達に知られたら、嫌な印象を持たれると思う
とてもそう思う 97 50.5% 59 47.6% 156 49.4% 0.49
ややそう思う 66 34.4% 42 33.9% 108 34.2%

あまりそう思わない 15 7.8% 16 12.9% 31 9.8%
全くそう思わない 14 7.3% 7 5.6% 21 6.6%

性風俗系のお仕事をしている間は、目の前の客のことだけを考えたほうがよい
とてもそう思う 55 28.6% 21 16.9% 76 24.1% 0.09
ややそう思う 65 33.9% 43 34.7% 108 34.2%

あまりそう思わない 42 21.9% 33 26.6% 75 23.7%
全くそう思わない 30 15.6% 27 21.8% 57 18.0%

性風俗系のお仕事でセックスする時に相手が好みのタイプであれば、相手の望み通りにしてあげたいと思う
とてもそう思う 40 20.8% 16 12.9% 56 17.7% 0.21
ややそう思う 67 34.9% 53 42.7% 120 38.0%

あまりそう思わない 36 18.8% 27 21.8% 63 19.9%
全くそう思わない 49 25.5% 28 22.6% 77 24.4%

相手が怒っていたり、不機嫌であれば、性風俗系のお仕事をしている間は、相手の望み通りにする方がよい
とてもそう思う 40 20.8% 10 8.1% 50 15.8% 0.02
ややそう思う 47 24.5% 36 29.0% 83 26.3%

あまりそう思わない 46 24.0% 37 29.8% 83 26.3%
全くそう思わない 59 30.7% 41 33.1% 100 31.6%

HIVに感染しているかどうかは、ぎりぎりまであいまいなままにしておきたい
とてもそう思う 35 18.2% 9 7.3% 44 13.9% 0.02
ややそう思う 37 19.3% 29 23.4% 66 20.9%

あまりそう思わない 58 30.2% 33 26.6% 91 28.8%
全くそう思わない 62 32.3% 53 42.7% 115 36.4%

HIV抗体検査経験
合計

Pearson
カイ2乗

あり なし
n=192 n=124 n=316
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表 5 HIV抗体検査受検経験別 セックスワーク

や HIV/性感染症に関する意識➁ 

 

コンドームを使わない方が、相手から喜ばれると思う
とてもそう思う 53 27.6% 18 14.5% 71 22.5% 0.04
ややそう思う 75 39.1% 55 44.4% 130 41.1%

あまりそう思わない 31 16.1% 21 16.9% 52 16.5%
全くそう思わない 33 17.2% 30 24.2% 63 19.9%

コンドームを使わない方が、次も来てくれると思う
とてもそう思う 53 27.6% 22 17.7% 75 23.7% 0.04
ややそう思う 58 30.2% 44 35.5% 102 32.3%

あまりそう思わない 48 25.0% 24 19.4% 72 22.8%
全くそう思わない 33 17.2% 34 27.4% 67 21.2%

コンドームを使わない方が、よりお金を得られると思う
とてもそう思う 57 29.7% 36 29.0% 93 29.4% 0.56
ややそう思う 69 35.9% 44 35.5% 113 35.8%

あまりそう思わない 33 17.2% 16 12.9% 49 15.5%
全くそう思わない 33 17.2% 28 22.6% 61 19.3%

体調が悪ければ、性風俗系のお仕事は休んだ方がよい
とてもそう思う 118 61.5% 75 60.5% 193 61.1% 0.23
ややそう思う 55 28.6% 41 33.1% 96 30.4%

あまりそう思わない 14 7.3% 3 2.4% 17 5.4%
全くそう思わない 5 2.6% 5 4.0% 10 3.2%

相手から求められた行為でも、嫌なら断ってもよい
とてもそう思う 121 63.0% 95 76.6% 216 68.4% 0.06
ややそう思う 49 25.5% 21 16.9% 70 22.2%

あまりそう思わない 15 7.8% 7 5.6% 22 7.0%
全くそう思わない 7 3.6% 1 0.8% 8 2.5%

性風俗系のお仕事でセックスする時の方が、プライベートよりもコンドームは使いやすい
とてもそう思う 96 50.0% 63 50.8% 159 50.3% 0.58
ややそう思う 49 25.5% 38 30.6% 87 27.5%

あまりそう思わない 32 16.7% 15 12.1% 47 14.9%
全くそう思わない 15 7.8% 8 6.5% 23 7.3%

性風俗系のお仕事をしている（していた）ことは誰にも言えないと思う
とてもそう思う 90 46.9% 53 42.7% 143 45.3% 0.58
ややそう思う 51 26.6% 29 23.4% 80 25.3%

あまりそう思わない 32 16.7% 27 21.8% 59 18.7%
全くそう思わない 19 9.9% 15 12.1% 34 10.8%

HIV抗体検査経験
合計

Pearson
カイ2乗

あり なし
n=192 n=124 n=316
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